
 
秋晴の候、心地よい季節への移り変わりを感じれるこの頃、皆さまに

おかれましては益々のご健勝のこととお慶び申し上げます。 

東京オリンピック・パラリンピック２０２０での日本人アスリートの目覚

ましい活躍は、私たちに元気と勇気を与えて頂きました。大会を成功に導

いてくれたアスリートと関係者の皆さまに感謝申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症は、新たな形態に変化しながら、更に猛威を

振るっています。感染症予防・防止を徹底しニューノーマルな生活環境に

順応しつつ、この期を逃さず変えることへの挑戦と、変えてはいけない

文化・歴史・伝統を再認識する機会と捉え、より良い豊田市を目指し取り

組んで参りますので、引き続きよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

令和３年８月１９日(木)に市民フォーラム※１から太田豊田市長に「令和４年度に向けた政策要望」の申

し入れを行いました。この要望書は皆さまの声と豊田市の将来の発展を展望し、予算に反映させるた

め、次年度の予算編成に合わせ提出しています。 

主な内容を、最終ページに記載いたしましたので、ご覧ください。なお、下記のＱＲコードにて全体の

内容も閲覧できます。 ※１市民フォーラム ： トヨタ系市議１０名で構成する会派 

 

 

<太田市長コメント> 

丁寧にまとめられた要望書の提出ありがとうございます。新型コロナウイルス感染症

を始めとした直近の課題と、今後の豊田市の発展に向けた要望書に感謝します。 

内容を各所管部署と協議し、来年度に反映できるものは織り込んでいけるように、要

望を真摯に受け止め検討を行っていく。 

政策実現に向けた取組 

政策実現に向けた活動の流れ 

政策要望QRコード 

tel:0655-57-0989
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H30年度 R元年度 R2年度

市税 国庫支出金 県支出金 地方交付税 地方消費税交付金 市債 その他

（単位：億円） 〔令和2年度 歳入 〕

市 税 市 税 市 税

国庫

支出金

市税の内訳 金　額 前年度比 

個人市民税　 328.1億円 1.6億 

法人市民税 　165.6億円 ▲145.6億 

固定資産税 　422.2億円 3.8億 

法人事業税 　29.2億円 本年度新設 

都市計画税 42.4億円 1.3億 

※法人市民税：税制改正、企業業績が影響

令和２年度一般会計決算報告！ 

令和２年度、私達の税金がどのように使われたのか、議会にて事業内容のチェックと質問で確認を

行いました。令和２年度は特に新型コロナによる影響が色濃く出た決算状況となりました。 

令和２年度歳入 2,５３２億９,８６９万円 

前年度比５０８億７,１１８万円(２５．１％増) 

令和２年度歳出 ２,３９４億５,９６３万円 

前年度比５２１億３,５００万円(２７．８%増) 

＜ 主な実施事業 ＞ 

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 

 

①市民の生命や生活、市内経済を守るため PCR 検査、水道料金の免

除、事業者への協力金、プレミアム商品券の発行などの支援。 

歳入（市に入ってくるお金）

市税 　市民の皆さんが納めるお金

国庫支出金 　国や県から入るお金で、使い道が決め

県支出金 　られているお金

地方交付税 　使い道が自由な国から入るお金

地方消費税 　地方消費税のうち県から配分されるお金

交付金 （子ども医療費補助・こども園運営等）

市債 　国や銀行などから借りたお金

その他 　使用料や手数料など

歳出（市が使うお金）

総務費 　地域振興や庁舎管理、選挙などのお金

　高齢者や障がいのある人、子育てなどを

　支えるためのお金

衛生費 　病気の予防、ごみ処理・環境保全等のお金

土木費 　道路や公園などを整備するためのお金

　学校整備やスポーツ・文化などを盛んに

　するためのお金

公債費 　借入金（市債）を返すためのお金

その他 　消防費や商工費、農林水産業費

民生費

教育費

③高齢者ドライバーの安全対策の充実として、後付け安全支援装置の補

助や、地域の防犯体制のため防犯カメラ補助を更新・移設へも拡大。 

②「GIGAスクール構想の実現」に向け、学校校内 LANの改修と学習用

タブレットを整備。長期連休や休校時などでも活用していきます。 
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② 

① 

財政指数から健全性が示されました。 

 

１０万円/人の

特別給付金な

ど、コロナ対

策で増加。 

③ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④緑のリサイクルセンター設備改修工事 

設備の更新工事に合わせ、処理能力の向上を図り循環

型社会の実現と異臭などの課題対策を行います。 

 

③施設オープンに向け利用料金等条例を制定 

 令和４年４月１日、松平地区に体育館と運動公園が併

設した「豊田市松平体育館」のオープンに合わせ設定。 

9 月議会の主な議案報告 

①新型コロナウイルス感染症への追加対策 

長期化に伴い、医療従事者への休日報酬単価の増額及

び自宅療養者への配食サービスの継続を行います。 

 

②山村地域の持続的発展に向けた条例 

当該地区で投資をした設備の固定資産税に対し、３年

間の課税免除を行い企業進出、雇用創出を図る。 

豊田市からのお知らせ 

②おいでんバス高齢者定期パスを新たに開始！ 

高齢者の外出支援・健康増進、自動車免許証返納促進

を目的に定額パス「おでかけ 70」を発行します。 

 

 

①"FIA世界ラリー選手権"開催中止に！！ 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、昨年に引き

続き、残念ながら２年連続での中止となりました。 

④AIを活用した福祉の相談業務の共同研究 

令和３年度末を目途に、AI支援相談システム構築を

目指し、研究開発を進めます。 

 

③（株）SkyDriveとドローン活用の協定を締結 

 空飛ぶクルマを開発する（株）SkyDriveと、災害現場

への導入や社会実装へ向け協定を締結しました。 

 

ＷＲＣは、３年

間連続での開

催となります。 

来年は必ず開

催されること

を願います。 

対象者：70歳以

上の市内在住者 

販売金額： 
１か月 3,000円 

２か月 5,500円 

３か月 8,000円 

※地域バスは今後検討 

主な協定内容： 

災害時、孤立集落へ

物資を搬送します。  
※平成２８年、熊本地震を

教訓に、一般質問でドロー

ン活用を要望した提言が具

体化しました。 

ベテラン職員のノ

ウハウや過去の記

録をデータベース

化し、適切な案内

や待ち時間の削減

に繋げます。 

ご用件を 

伺います。 

【 外観イメージ 】 

対象地区：旭地区、足助地区、稲武地区、小原地区 

能力 1.5倍増強 

 



  

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※IoT電球：通常電球と同じ規格。電球の ON/OFFを検知し点灯と消灯がない場合、メールを指定端末に送信する。 

※CASE：Connected(コネクティッド)、Autonomous(自動化)、Shared(シェアリング)、Electric(電動化)を指す。 

※RTK：Real Time Kinematicの略、４つ以上の衛星から信号を受信し高精度な位置情報を得ることができる。 
※SIB：民間活力を社会的課題解決に活用する。事業資金を民間から集め、成果に応じて報酬を市が支払う。 

※DX：Digital Transformatuon（デジタルトランスフォーメーション）デジタル技術で生活やビジネスが変容すること。 

政策要望の主な内容紹介 

①医療の危機管理体制の整備 

ワクチン接種で出来た基盤を基に、医師会や企業との

協定・協力体制を確立した医療体制の強化を要望。 

 

⑥カーボンニュートラルへの取組 

開発に必要なフィールド提供を始め、電動車普及への

インフラ整備、水素社会に向けた研究推進を要望。 

 

 

⑧自動運転の実用化に向けた取組 

市街地での自動運転実証実験の推進のため、高精度の

RTK※‐GPS を活用した実用化実現への取組を要望。 

 

 

④部活動の健全化に向けた支援 

国の指針による休日部活動の地域移行に対し、指導者

の確保や指導者のスキル向上に向けた取組を要望。 

 

②安全な道路環境の整備 

生活道路におけるカラー舗装化等の一層の取組を通

じた安全な道路環境の確保を要望。 

 

⑩自治体DXの推進 

デジタル化を推進し「行かない」「書かない」「待たない」

窓口業務実現による市民サービスの向上を要望。 

 

③高齢者の見守り支援 

見守りが必要な高齢者宅に「IoT※電球」等による重層

的な見守り支援体制と民生委員の負担軽減を要望。 

 

⑤公共交通の充実に向けた取組 

交通サービスの空白地などに、新たな公共インフラを

既存サービスと組み合わせ充実を図ることを要望。 

 

⑨民間活力の導入による歳出抑制 

介護予防事業で導入した SIB※手法を他分野にも拡大

し、成果に応じた適切な費用の捻出方法を要望。 

 

⑦産業構造の変化への対応 

CASE※やカーボンニュートラルなど自動車産業の大

変革に、中小企業が対応出来る支援と補助金を要望。 


